
感染症定期報告に関する今後の対応について 

 

 

１ 基本的な方針 

 

 運営委員会に報告する資料においては、 

（１） 文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。 

（２） ８月の運営委員会において、国内の輸血及び血漿分画製剤の使用した個別症例の

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ

と。 

 

２ 具体的な方法 

 

（１） 感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ

うにする。 

① 研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第２）及び該当文献を添付した

「資料概要Ａ」を事務局が作成し、送付する。 

② 感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」の血漿分画製剤の使用による症例

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧（別紙様式第４）をま

とめた「資料概要Ｂ」を事務局が作成し、送付する。 

③ 感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血漿分画製

剤の使用による感染症症例については、「感染症報告事例のまとめ」を提出するこ

とから、当該症例にかかる「資料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が

資料を作成する。 

（２） 発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、緊急

性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討

を行う。 

（３） 資料概要Ａ及びＢについては、平成１６年９月の運営委員会から試験的に作成し、以

後「感染症的報告について（目次）」資料は廃止することとする。 
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感染症定期報告概要 
 

（平成２１年１２月１０日） 
 

平成２１年６月１日受理分以降 
 

Ａ 研究報告概要 
Ｂ 個別症例報告概要 
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Ａ 研究報告概要 
 
 

○ 一覧表（感染症種類毎） 
○ 感染症毎の主要研究報告概要 
○ 研究報告写 

 
 
 研究報告のまとめ方について 

 

１ 平成２１年６月１日以降に報告された感染症定期報告に含まれ

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要

一覧表を作成した。 

 

２ 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の

内容を添付した。 
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感染症定期報告の報告状況（2009/6/1～2009/8/31）

血対
ID
受理日 番号 感染症（PT) 出典 概要

新出
文献
No.

/ // // // // // // /90156 2009/6/2 90236

A型肝炎
Vox Sanguinis
2009; 96: 14-19

加熱及び高静水圧の物理的不活化処理法で4株のA型肝炎ウイル
スの不活化を行ったところ、それぞれの処理はHAV感染性を3～
5log10の範囲で低下させた。また、血液製剤のウイルス汚染に対す
る安全性を評価するのにもっとも適した株は、耐熱性のKRM238で
あった。

型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ90156 2009/6/2 90236

Ｂ型肝炎
J Med Virol
2008; 80: 1880-
1884

1971～2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性HBV感染患
者153名および慢性HBV感染患者4277名について5年間毎のHBV
ジェノタイプ/サブジェノタイプを調べた。急性感染患者数は35年間
中増加し続けた。慢性感染患者は1986～1990年が最大であった。
ジェノタイプは急性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、
B、C型：28.6%、10.3%、59.5% vs 3.0%、12.3%、84.5%）。最近では外国
のサブジェノタイプB2/Baが増加する傾向がある。

90173 2009/7/29 90337
Ｂ型肝炎

Transfusion
Med. 2008; 18:
379-381

日本における、不顕性HBV感染者（HBｓAg陰性）からの輸血による
B型肝炎感染に関する報告。

90156 2009/6/2 90236

Ｂ型肝炎
Vox Sanguinis
2008; 95: 174-
180

HBV DNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オカルトHBV感染の検
出感度を上げるために、HBV DNAとHBsAgを同時に濃縮する新規
方法を開発した。二価金属存在下でpoly-L-lysineでコートした磁気
ビーズを使用し、ウイルス凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮す
る方法により、HBV DNAとHBsAg量は、最高4～7倍に濃縮された。
本方法により、EIAとHBV NATの感度が上昇し、HBsAg EIAを用いて
オカルトHBV感染者40名のうち27名を検出することができた。

90156 2009/6/2 90236

Ｂ型肝炎
日本肝臓学会
第37回東部会
O-85

日本の首都圏において、HBVの中でも慢性化率の高いgenotypeA
は急速に増加しており、新規日本人キャリアからの二次感染が疑わ
れることが急性B型肝炎症例の検討から明らかになった。

1

型肝炎 日本肝臓学会 に同じ型肝炎 日本肝臓学会 に同じ型肝炎 日本肝臓学会 に同じ型肝炎 日本肝臓学会 に同じ型肝炎 日本肝臓学会 に同じ90156 2009/6/2 90236

Ｂ型肝炎

日本小児感染
症学会第40回
総会・学術集会
E-20

母親がHBｓAg陰性かつ家族内に患者以外のHBVキャリアが存在す
る成人及び小児HBVキャリアである7家族を対象とし、HBV全遺伝
子解析に基づく分子系統樹を用いて感染源を検索したところ、3家
族で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの感染は分子疫
学的に感染経路を証明できた。

型肝炎 日本小児感染 に同じ型肝炎 日本小児感染 に同じ型肝炎 日本小児感染 に同じ型肝炎 日本小児感染 に同じ型肝炎 日本小児感染 に同じ90156 2009/6/2 90236

Ｃ型肝炎

 第70回 日本血
液学会総会
2008年10月10-
12日

再生不良性貧血の54歳女性で、初回輸血前検査はHCV抗体陰性、
HCVコア蛋白陰性であったが、複数回輸血後、HCVコア蛋白が陽性
化したため、遡及調査を開始した。保管検体の個別NATにより、1検
体からHCV-RNAを検出した。患者と献血者のHCV Core-E1-E2領
域の塩基配列が一致した。日本で20プールNAT導入後、初めて確
認された輸血によるHCV感染症例である。

90156 2009/6/2 90236

Ｃ型肝炎
日本血液事業
学会第32回総
会

1999年7月～2008年3月までにNATで検出された111本のHCV-RNA
陽性検体のGenotype解析の結果、Genotype 2aが最も多く、1bと2b
がほぼ同数であった。

型肝炎 日本血液事業 に同じ型肝炎 日本血液事業 に同じ型肝炎 日本血液事業 に同じ型肝炎 日本血液事業 に同じ型肝炎 日本血液事業 に同じ90156 2009/6/2 90236

Ｅ型肝炎
AABB Annual
Meeting and
TXPO 2008

2005～2007年に北海道で実施したプールNATによるHEV-RNAスク
リーニングの結果、献血者の約1/8,300はHEV-RNA陽性であった。
ほとんどの献血者は動物内臓を摂取しており、無症候性であった
が、ウイルス血症は数ヶ月間持続した。

型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ型肝炎  に同じ
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血対
ID
受理日 番号 感染症（PT) 出典 概要

新出
文献
No.

90156 2009/6/2 90236

Ｅ型肝炎
Clin Infect Dis
2009; 48: 373-
374

急性白血病の33歳の男性がE型肝炎を発症し、HEV遺伝子検査の
結果、重複する時期に同じ病棟に入院していた別のE型肝炎患者
から感染していたことが示唆された。

型肝炎   に同じ型肝炎   に同じ型肝炎   に同じ型肝炎   に同じ型肝炎   に同じ90156 2009/6/2 90236

Ｅ型肝炎
Transfusion
2008; 48: 2568-
2576

日本全国でALT高値のため献血不適となった献血者の血液検体
に、HEVマーカー（HEV-RNA及び抗HEV抗体）が認められ、いずれ
のマーカーとも東日本の法が西より高かった。

型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ型肝炎 に同じ90156 2009/6/2 90236

HHV-8感染

Transfusion
2008; 48:
Supplement
105A

米国の供血者のヘルペスウイルス8（HHV8）ゲノム陽性率につい
て、高感度定量RT-PCR法（検出限界8コピー）より684名の検体を
分析したがHHV8ゲノムは検出されず、健康な供血者におけるHHV8
陽性率は非常に低かった。

感染 に同じ感染 に同じ感染 に同じ感染 に同じ感染 に同じ90156 2009/6/2 90236

HIV
Eurosurveillanc
e 2008; 13(50):
19066

ヨーロッパにおいて報告された人口100万人当たりの新規HIV感染
率は、2000年以降ほぼ2倍となった。2007年は、当該地域53カ国中
49カ国から合計48,892例のHIV感染が報告され、エストニア、ウクラ
イナ、ポルトガルとモルドバ共和国で感染率が最も高かった。

に同じに同じに同じに同じに同じ90156 2009/6/2 90236

アメリカ・ト
リパノソー
マ症

AABB Annual
Meeting and
TXPO 2008-3

米国で2007年から開始された供血者に対するT. cruziスクリーニン
グ検査の結果、2007年1月29日～2008年1月28日の陽性率は
1/30,000であったが、受血者には明白な感染症例はなかった。最も
陽性率が高い地域はフロリダ南部であった。

アメリカ ト  に同じアメリカ ト  に同じメリカ ト  に同じメリカ ト  に同じ90158 2009/6/18 90251

アメリカ・ト
リパノソー
マ症

CBER
（http://www.fd
a.gov/cber/gdln
s/chagas.htm)

CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒト細
胞・組織由来製剤のTrypanosoma cruziが伝播する危険性を低減す
るための血清学的検査実施についてのガイダンス案を公表。

2

メリカ ト に同じメリカ ト に同じアメリカ ト に同じ90158 2009/6/18 90251

アメリカ・ト
リパノソー
マ症

Emerg Infect
Dis 2009;
15:653-655

ブラジルで2006年1～11月に発生したアメリカ・トリパノソーマ症のア
ウトブレイク（178症例）について、調査の結果、アサイー果実を潰す
際に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が混入した可能性が考えら
れた。

3

メリカ ト  に同じメリカ ト  に同じアメリカ ト  に同じ90158 2009/6/18 90251
アメリカ・ト
リパノソー
マ症

ProMED-
mail20090406.1
328

ベネズエラでグアヴァジュースの摂取によるアメリカ・トリパノソーマ
症のアウトブレイクが発生し、同学校に通う児童47名と教師3名が感
染。児童3名が死亡。

4

メリカ ト に同じアメリカ ト に同じメリカ ト に同じ90156 2009/6/2 90236

アメリカ・ト
リパノソー
マ症

Transfusion
2008; 48: 1862-
1868

スペイン、カタルーニャ血液銀行は、高リスク供血者におけるシャー
ガス病スクリーニング計画を実行し、供血者集団でTrypanosoma
cruzi（T. cruzi）感染の血清学的陽性率を調査した。その結果、全体
の陽性率は0.62%（1770名中11名）で、最も陽性率が高かったのは
ボリビア人であった（10.2%）。陽性者11名中1名は、シャーガス病流
行地域に数年間滞在したことのあるスペイン人であった。非流行国
の高リスク供血者にT. cruziスクリーニング検査を実施する必要性
がある。

イ  に同じイ  に同じイ  に同じイ  に同じ90156 2009/6/2 90236

ウイルス感
染

BuaNews online
2008年10月13
日

南アフリカ、ヨハネスブルグで3名の死者を出したウイルスは、暫定
的に西アフリカのラッサウイルスに近い、齧歯類媒介性アレナウイ
ルスであると特定された。国立感染症研究所と保健省は共同で、こ
のウイルスが体液を介してヒトからヒトに感染するため、「患者の看
護に特別な予防的措置が必要である」との声明を発表した。3名の
死因を確定するには更なる検査が必要である。
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血対
ID
受理日 番号 感染症（PT) 出典 概要

新出
文献
No.

90191 2009/8/26 90395

ウイルス感
染

CDC/Travelers'
Health 2009年2
月4日

日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち2例からGagに対す
る特異的抗体反応が認められ、そのうち1例からはXMRV
（Xenotropic MuLV-related virus）核酸を検出した。また、献血者120
例中5例でもGagに対する特異的抗体反応が認められた。日本国内
の前立腺がん患者集団中にもXMRV感染が存在することが示唆さ
れた。

90171 2009/7/28 90312

ウイルス感
染

N Engl J Med
2009; 360;
2099-2107

New Yorkの62歳の男性は、シカダニウイルスに感染したシカダニの
咬傷後に髄膜脳炎で死亡した。これまでシカダニウイルスのヒト感
染は報告されていないが、この症例はシカダニウイルスが致命的脳
炎の原因でありえることを示している。

5

90167 2009/7/10 90294

ウイルス感
染

PLoS
Pathogens
2009; 4:
e1000455

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて、
30年ぶりに新規の旧世界アレナウイルスが分離された。発見された
地名（Lusaka, Johannesburg）より、Lujo virusと命名された。

6

ウイ 感 に同じ90168 2009/7/13 90295

ウイルス感
染

ProMED-
mail20090129.0
400

ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡や奇形を起こすこと
が知られているが、疫学的データから、ヒトにおいても子宮内胎児
死亡に関連していることが示唆された。

7

/ / ウイ 感 に同じ/ / ウイ 感 ガ ウイ は ウ において胎児死亡や奇形を起 す と90156 2009/6/2 90236

ウイルス感
染

ProMED-
mail20090218.0
669

ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけて、229人のラッサ熱
感染疑い患者が報告され、30人が死亡している。また、2008年12月
～2009年1月に、感染疑い患者及び感染確定患者はそれぞれ60％
及び80％増加している。

ウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じウイ 感 に同じ90167 2009/7/10 90294

ウイルス性
脳炎

CDC/MMWR
2009; 58: 4-7

米国ウエストバージニアで妊婦における初めてのラクロス脳炎ウイ
ルス（LACV）感染が見つり、その後、分娩時の臍帯血からLACV抗
体が検出され垂直感染が疑われたが、出生後6ヶ月までLACV感染
兆候は見られていない。親が子の血清検体採取を拒否しており感
染は確定できていない。

/ / ウイ 性 / に同じ90156 2009/6/2 90236

ウエストナ
イルウイル
ス

ABC
Newsletter
No.38  2008年
10月17日

2008年9月に、イタリアで何年かぶりにヒトのウエストナイルウイルス
（WNV）脳炎が2例報告された。1例目はFerraraとBolognaの間に住
む80歳代の女性、2例目はFerraraに住む60代後半の男性であっ
た。また、ウマ6頭とトリ13羽でWNV感染が確認された。WNV髄膜脳
炎の積極的サーベイランスプログラムが開始され、当該地域で供血
者スクリーニング用NATが導入された。また、当該地域に1日以上
滞在したことのある供血者を28日間供血延期する措置がとられた。

90158 2009/6/18 90251

ウエストナ
イルウイル
ス

CDC(http://ww
w.cdc.gov/ncid
od/dvbid/westn
ile/surv&contro
lCaseCount08_d
etailed.htm)

2008年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は46州から
1356例が報告され、うち687例では脳炎や髄膜炎を発症、死亡に
至ったのは44例だった。

8

ウ トナ ( // に同じウ トナ ( // に同じ/ / ウ トナ ( // に同じ/ / ウ トナ ( // に同じ90190 2009/8/24 90392

エボラ出血
WHO (2009年2
月3日）

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの感染と考えられるエ
ボラウイルス・レストン株抗体陽性者が確認され、1月30日、さらに4
例の抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体陽性者の健康状
態は良好であり、過去12ヶ月以内に主だった症状を呈していない。

ク イ に同じ
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